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不安定な学内状況も続き、記念事業どころでは
ない時期でした。80周年の1956年には記念式
典を実施し、クラーク会館建設や80年史編纂の
事業を計画しました。まだまだ社会も大学も不
安定な中、激動の戦前・戦中・戦後の30年間の
歴史を新たに書き起こす作業は難航し、394ペ
ージに及ぶ『北海道大学創基八十年史』の刊行
は1965年3月に至りました。執筆は農学部教授
高倉新一郎 (1902 1990) が担当しました。 
 

(4) 大学をあげた100年史編纂 
 
 1976年には100周年を迎え、大学は100年史
編纂計画を立てました。北海道大学は、1877年
を創立年に定める東京大学より1年早く100年
という歴史的区切りを迎え、他の国立大学に先
駆けて100年史編纂に取り組むこととなりま
した。 
 『写真集 北大百年』の編集を先行して進め
た後、北海道大学百年史編集室を設置し、『北
大百年史』全4巻計4,700ページに及ぶ編集、刊
行に当たりました。大学全体の通史とテーマ論
文を中心に構成した「通説」、学部・研究所等
の部局ごとの歴史で構成した「部局史」、資料
集「札幌農学校史料」(一)(二) です。「札幌農
学校史料」には、50年史編纂を機に附属図書館
が整理した資料群「札幌農学校簿書」を中心に
採録しています。全学をあげて編集に取り組ん
だ『北大百年史』は、現在も質量共に高い評価
を受けています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) 125年史と大学アーカイヴズ 
 
 125周年（2001年）に際しては、100年史の編
纂方法を踏襲して北海道大学125年史編集室
を設置しました。『北大百二十五年史』編集は、
『北大百年史』の内容を縮約して新たに25年分
を加筆することを基本方針とし、通史・部局史
からなる「通説編」と、テーマ論文・年表・統
計からなる「論文・資料編」の全2巻計2,400ペ
ージを刊行しました。他にキャンパス・建物の
変遷を中心に構成した『写真集 北大125年』、
学生向け小冊子『北大の125年』を編集、刊行
しました。小冊子は1、2年生向け講義「北海道
大学の歴史」のテキストとなっています。 

125年史編纂事業終了と前後し、編集に関わ
った教員が中心となって、恒常的に北海道大学
に関する歴史的資料を収集、整理、保存、公開
し、沿革史を調査、研究する大学アーカイヴズ
の設置を大学に提案しました。その結果、2005
年5月に北海道大学大学文書館が開館しました。 
 

---------------------------------------- 
 
 2021年4月、大学文書館内に北海道大学150
年史編集室を設置しました。過去の沿革史編纂
事業の成果、そして編纂に際して収集・活用し
た資料は、大学文書館が引き継いでいます。こ
れまでの沿革史編纂の経験を活かしながら、
150年史編纂事業を進めます。 
 

高倉新一郎教授 
（1940年撮影、百年史編纂写真2869） 

創基百年の祝い提灯 
祝賀前夜祭(1976年9月14日)で配布された 
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有島武郎（1878 1923、作家）は、札幌農学校
が大学昇格を果たした東北帝国大学農科大学に
1907年12月から1917年3月まで在職し、「大学予
科」で英語の講義を担当した。その姿を、1907年
に入学した原田三夫の回想からうかがう。 

＊ 
有島先生が赴任すると、英語の授業も、［有島］

先生…に代った……それから通算二年間私は

先生の講義を聞いたが、その中で、カーライル

の博物館を訪れた話、詩の講義をするときに英

詩の作りかたの規則を教わったこと…などを、

切れ切れに思いだす。…二年になってからであ

ったか、有島先生はホイットマンの詩や、ユー

ゴーのレ・ミゼラブルの一節を、こんにゃく版

で印刷して生徒に渡して講義をした。 

 
有島による講義は、テキストとした洋書を翻訳

する形式で進められた。「英文の和訳をのべると
きには、一言ごとにフン、フンとうなずくので、
私［原田］も思わず熱が入った」という。 

有島の 記には、「 年に対して授業する時の
みは我は我が力の大部分を暴露し得るなり」（「観
想録」第12巻、1908年1月21日の条。以下、有島の日記
は同巻から引用）と、講義に注力するさまが綴られ
ている。特に詩人のW.ホイットマン(W.Whitman、
1819 1892)を扱うことについては、「予科の学
生にホイットマンの真価を紹介するつもりだ。日
本の教室で彼が紹介されるのは、恐らくこれが初
めてだろう。学生達に『開拓者よ！おお、開拓者
よ！』（“Pioneers! O Pioneers!”）を紹介しよう」
（1908年3月11日の条）と意気込みをみせている。 

英語の他には、倫理の講話も受け持った。「倫
理を聞くは倫理学を聞くと其意義全然相異れる」
ことであり、「倫理とは講者の経験（読書、境遇、
修養より得たる）の活説」であった（1908年1月25
日の条）。講話では、H.J.イプセン（1828 1906）

とL.N.トルストイ（1828 1910）についての文学
論の他、宗教論、恋愛論をとりあげた。新しい思
想や自由を説いた講話は「非常な人気を博し、す
べての科から集まった学生で、経済学講堂（当時
は大講堂がなかった）満員の盛況で、席がないの
で立っているものも多かった。熱のこもった先生
の講演に聴衆も熱心で、せき一つするものもなか
った」という。 

＊ 
北大黒百合会は、藍野［祐之］と私［原田］が

早くから有島先生を中心にして、洋画の会をつ

くろうとしたのが発端である。…藍野と私は…

有島先生に、中心になってもらいたいと申し出

た。先生は非常に喜んで、中心にはなれないが、

ぜひ加入させてもらって、絵を楽しみ、できる

だけ会のために尽力もしたいといった。 

 
有島は絵画を好み、自らも描いた。「絵が画き

たくて仕方ない。スケッチ・ブックを取り出して、
時の経つのも忘れて耽った。実際に、僕は紫色の
他の色に対する不思議な効果に深い関心を持っ
ている」（1908年6月1日の条）という。 

1908年5月、予科生徒の原田三夫、藍野祐之、
 熊捍らが有島を中 に創 したのが、「 百合
会」である。会の名称は、恵迪寮の集会室におけ
る話し合いにより選ばれた、小熊の案であった。
「有島先生は『土香会』を提唱したのであったが、
落選したのを口惜しがり、思い切れなくて『土香
会のほうが、いいのだがなー』といった」。 

有島は生徒達と絵を描き、展覧会では、自身の
作品を出品した他、参考品として私蔵のP.セザン
ヌ（1839 1906）やV.W.ファン・ゴッホ（1853
 1890）ら印象派の複製版画を紹介し、岸田劉生
（1891 1929）の作品を展示した。 

農科 学 であった佐藤昌介の在職25年記念
には、有島の仲介により、弟の有島生馬（1882 
1974、洋画家）の筆による肖像画（1912年作、佐
藤カツミ氏寄贈資料）が制作された。 

 北大歴史ノート 第７話 

有島武郎先生 

(出典) 原田三夫『思い出の七十年』誠文堂新光社、1966年 
『有島武郎全集』第11巻、筑摩書房、1982年 

（廣瀬）










